
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

子
ど
も
た
ち
に
本
を
紹
介
す
る
方
法
に
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と

い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」を
検
索
す
る
と
、
十
四
万
件

も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
検
索
結
果
を「
上
田
市
」で
絞
り
込

む
と
一
気
に
減
っ
て
一
七
七
件
に
。
全
国
的
に
は
盛
ん
で
す

が
、
上
田
市
で
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
テ
ー
マ
を
立
て
、
そ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
何
冊
か
の
本
を
紹
介
す
る
行
為
で
す
。
読
み
聞
か

せ
や
朗
読
と
は
異
な
り
、
本
を
最
初
か
ら
順
に
読
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、「
そ
の
本
の
内
容

を
教
え
る
こ
と
」で
は
な
く「
そ
の
本
の
面
白
さ
を
伝
え
る

こ
と
」「
聞
き
手
に
そ
の
本
を
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
起
さ
せ
る
こ
と
」を
目
的
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

五
月
八
日（
日
）に
は
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
講
演
会
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
環
」
桜
花
は
盛
り
だ
く
さ

ん
な
内
容
＆
花
の
写
真
を
多
く

し
て
春
ら
し
く
仕
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
目

次
一
覧
を
設
け
、
創
刊
号
も
見

て
い
た
だ
け
ま
す
。
倶
楽
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
う
ぞ
。

「
環
」
は
上
田
市
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
内
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

つ
つ
じ
に
て
印
刷
さ
れ
た

も
の
を
実
費
で
頒

布
し
て
い
ま
す
。

特
集「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」

特
集「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

「
環
」桜
花（
お
う
か
）

（
第
２
号
）を
発
行

　

倶
楽
部
の
二
十
三
年
度
総
会

を
五
月
二
十
一
日
午
後
一
時
半

よ
り
、
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
内
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に

て
開
催
し
ま
す
。

上
田
図
書
館
倶
楽
部

の
23
年
度
総
会
を
開

催
し
ま
す

お
し
ら
せ

ブックトーク・ゼミナールの講義風景
選書・構成などを受講者自ら検討する

四
月
末
日
現
在
、「
ブ
ッ
ク
ト

ー
ク
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
全
十
回

の
第
七
回
が
終
了
し
ま
し
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
名
称
通
り
、
受

講
者
が
一
貫
し
て
主
体
的
に
、

課
題
を
決
め
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

を
子
ど
も
に
実
演
す
る
ま
で
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
講
座
で
あ

り
、
毎
回
が
連
続
し
た
流
れ
の

中
で
重
要
に
位
置
づ
け
さ
れ
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
全
回
出
席
可
能
を
原
則
条

件
と
し
ま
し
た
。

幸
い
、
上
田
市
立
西
内
小
学

校
二
年
生
の
学
級
が
実
演
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
六
月
の

実
演
に
向
け
て
具
体
的
な
日
程

計
画
の
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
は
、
あ
る

テ
ー
マ
を
中
軸
に
す
ぐ
れ
た
多

様
な
本
を
紹
介
し
、
受
け
手
が

そ
れ
か
ら
の
本
に
興
味
を
持
ち
、

手
に
取
っ
て
読
む
、
そ
う
し
た

読
書
推
進
の
た
い
へ
ん
す
ぐ
れ

て
有
効
な
方
法
で
す
。
従
っ
て
、

受
け
手
が
本
を
手
に
し
て
自
分

で
そ
れ
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
活

動
の
意
味
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
専
門
の
知
識
・
技
能
と
経
験

が
必
要
で
す
。
そ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
、
こ
の
地
方
の
パ
イ

オ
ニ
ア
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

の
ゼ
ミ
で
す
。
少
数
に
よ
る
集

中
実
践
講
座
と
し
た
の
も
そ
の

た
め
で
す
。

受
講
者
は
回
を
重
ね
る
ご
と

に
意
欲
が
高
ま
り
、
六
月
に
向

け
、
選
書
・
構
成
・
台
本
書
き
・

練
習
と
い
ま
着
々
と
力
を
蓄
え

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

チ
ー
フ　

稲
垣　

勇
一

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」の
パ
イ
オ
ニ
ア
に

わたしのブックトーク

学校DEブックトーク

実際にブックトークを行った
記録やそれに至るための学習内
容、子どもたちの反応など。始
める前のウォーミングアップに。

いつでもブックトーク
―構想から実施まで8つのポイント

キラキラ応援ブックトーク
キラキラ読書クラブ (著, 編集) 

北畑 博子 (著) 

北大路ブックレット

京都ブックトークの会 (著) 

図書館振興財団助成事業として、
NPO法人上田図書館倶楽部が発行しています。

地域文化の創造拠点である図書館をもっと身近に！

１

FREE／無料2011.5.1 発行　第９号　隔月発行

図書館の「と」と、倶楽部の「く」、それから
コミュニケーションの基本である「話す」を
かけて「　　　　」という名前をつけました。 

上田図書館倶楽部だより

ueda.zuku.jp

ホームページアドレス
http://ueda.zuku.jp/

電子ジャーナル「環」〝桜花〟公開中
ツイッター@tosyokan_club

2011
５・６
月号
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図書館振興財団助成事業＆図書館倶楽部　５ ・ ６月のイベント紹介

図書館振興財団助成事業活動れぽーと

調べもの学習講座事業

千曲川地域の文学講座事業

平成23年5月30日（月）、6月27日（月）13:30～15:45

毎月、第１・３月曜日18:30～　駅前ビルパレオ２階会議室

情報リテラシー教育・情報収集サポート事業

ネット＆カフェ　あなたのペースで進めるパソコン演習

セミナールーム＆ブックカフェつつじ
初心者の方を対象にしているので、焦らずゆっくり進められます。

受付は、それぞれ一ヶ月前頃からブックカフェつつじ、事務局にて
行います。電話での申し込みは上田情報ライブラリー（0268-29-0210）
でも受け付けています。（会員は２割引）　定員は70名。（先着順です）
それぞれの詳しい情報はチラシや倶楽部HPなどをご覧ください。
問い合わせは上田図書館倶楽部事務局（0268-25-3115）まで。

３５０年の歴史を継ぐ女性杜氏
　　　　～岡崎酒造㈱の岡崎美都里さん～

平成23年6月19日（日）13:30～15:30　セミナールーム

日常の疑問から調べ学習へ
何でも調べるわくわく塾（袖ケ浦市）の取組み

定員 ：90名　参加費 ：500円 （高校生以下無料。要申込）
申込 ：5月 20 日（金）から 受付 開始

「信濃デッサン館 」の32年～上田と 、槐多と 、私と

１回1,000円（お茶代含）※初回のみテキスト資料代として1000円追加。

１回700円（当日受付） ※ヨガマットをご持参ください。

会場には32名の参加者が訪れ、
清水さんの話に耳を傾けました。
たね屋金左衛門こと清水金左衛
門は、養蚕農家の蚕が病気になら
ずによい繭ができるようにするに
は、蚕室の乾湿度が大切と考え、
数値で管理できる「乾湿計」を発明

するなど、養蚕を科学的に深く掘り下げて研究し、多くの文
献を残しました。その文献も失敗例をも見聞きしながら、専
門の彫り師、刷り師、絵師を雇ってその技術を製本し改定を
繰り返しながら蓄積していったのです。この「乾湿計」発明の
ように、常に強い問題意識を持って仕事に専念していると必
ず解決することを教えてくれました。

清水たか子さん（清水金左衛門の子孫と結婚、『蚕都物語』著者）
「蚕都物語～たね屋金左衛門のはるかなる旅路～」

繭ホール・サロントーク第11回

繭ホール・サロントーク第12回

信濃デッサン館・無言館館主の窪島誠一郎さんを迎え、
32年におよぶ上田での暮らしと上田への愛着、村山槐多へ
の思いなどをお話いただきます。 徳川４代将軍家綱の時代に創業した上

田市の岡崎酒造。
その12代目の当主、岡崎美都里さん
が代々受け継がれてきた歴史と酒造り
極意を語ります。全国で1500人いる
杜氏の中で女性は30人ほど、長野県
では５人のみ。女性の視点から見た酒
蔵のお話もあります。

袖ヶ浦市は子どもから大人まで調べもの学習に力を入れ、
「図書館を使った“調べる”学習コンクール」に応募するなど、
さまざまな活動を続けています。袖ヶ浦市学校図書館支援セ
ンターの中村伸子さんを迎え、調べもの学習の取組みなどに
ついてお聞きし、ご指導いただきます。

東日本大震災のため、中止いたしました。

第６回　３月27日（日）　グループ活動。
選んだ本をどのように伝えるかの検討をしました。本に
よってあらすじを伝えるもの、おもしろい目次を紹介するも
の、などさまざまな工夫をすることになりました。

平成23年3月12日（土）18:30～　ことばの繭ホール
オカリナうららNao＆口笛コンサート

女性のためのヨガ教室　会社帰りにリフレッシュ！

平成23年6月18日（土）13:30～15:30　セミナールーム

第５回　腹話術講座（講師：竹田貴一さん）
　～パペットミュージカルに挑戦！～

平成23年5月14日（土）開場/午後6時　開始/午後6時半ことばの繭ホール

受講料：500円（高校生以下は無料。要申込）定員：30名
申　込：5月21日（土）から受付開始。

受講料：500円（コーヒー付。要申込）　定員：30名
申　込：4月20日（水）から受付開始。

立川談慶さん落語会
平成23年5月7日（土）開始/午後6時半～　ことばの繭ホール

絵本読み聞かせ人材養成事業

読み聞かせレベルアップ講座「ブックトーク」

講師に原村図書館司書の宮坂順子さんを迎え、今回の特集で
もとりあげた「ブックトーク」についての講演会を行います。
１つのテーマをめぐって、さまざまな本が登場することで本の
世界の豊かさに触れる。読み聞かせの力にしてください。

平成23年5月8日（日）13:30　上田駅前ビル・パレオ２階会議室

岩崎信子さん朗読の夕べ～辻邦生・立原道造作品他～
平成23年6月18日（土）開始/午後6時半～　ことばの繭ホール

受講料：500円、親子は800円（資料代等）　定員：30名
申　込：５月2１日（土）から受付開始。

平成23年６月２5日（土）14:00～16:00上田駅前ビル・パレオ２階会議室

平成23年３月５日（土）18:30～20:00上田駅前ビル・パレオ２階会議室
ブックトークゼミナール（第６回）

実施日時　3月19日 (土 )　10:30～16:00
講　師：余野桃子氏（東京都立中央図書館　情報サービス課）
内　容：情報検索の全体概要と基本手順の講義
とても濃い内容の講義でした。受講生は午前午後にわたる

講義に集中し、終了時には大きな充実感がありました。この
講義では、いかに深層情報（データベース等の専門情
報）を検索するかを、ツールやデータベースを含めて
教えていただきました。

情報検索研修会（第１回）

前売/一般1,000円　当日/一般1,200円　高校生以下無料（要申込）

前売/一般1,000円　当日/一般1,200円　高校生以下無料（要申込）

受講料：500円（高校生以下は無料。要申込）定員：60名

サロントーク　地域文化の発掘と創造

市民交流の場の提供事業
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エコールを使って図書館を活用しよう！

エ
コ
ー
ル
を
使
っ
て

図
書
館
を活用
し
よ
う
！

　　
第
七
回

エ
コ
ー
ル
の
図
書
館
訪
問

地
域
文
化
を
伝
え
る
ー

青
木
村
図
書
館
　

四
季
の
移
ろ
い
が
美
し
く
北
に

子
檀
嶺
岳
、
南
に
夫
神
岳
、
西
に

十
観
山
の
青
木
三
山
を
望
む
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
に
青
木
村
図
書
館

が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
五
月
に
開
館
し
た

青
木
村
図
書
館
は
、
全
面
木
造
建

築
で
、
木
の
香
り
が
漂
う
平
屋
作

り
の
建
物
が
来
館
者
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
も
、

多
く
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
、
教
養

と
知
識
習
得
の
糧
と
し
て
、
村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
情
報
交
換
の
場

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、

教
養
・
情
報
・
文
化
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
高
度

情
報
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館

で
も
あ
り
ま
す
。

下
足
を
履
き
替
え
て
入
る
と
、

六
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ワ
ン
フ

ロ
ア
。
広
々
と
し
た
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
の
床
面
、
壁
面
の
む
き
出
し
に

な
っ
た
木
の
枠
組
み
が
温
か
み
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

館
内
は
、
飲
食
も
で
き
る
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
学
習
コ
ー
ナ

ー
、
児
童
・
幼
児
コ
ー
ナ
ー
、
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
調
べ
も
の
コ

ー
ナ
ー
、
お
話
室
に
分
か
れ
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、

一
、
歴
史
文
化
資
料
館
の
併
設

渡
り
廊
下
で
い
く
こ
と
が
出
来

る
資
料
館
は
全
て
県
産
材
を
使
用

し
て
お
り
ま
す
。
青
木
村
出
身
で

俳
人
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
も
あ
り
ま
し
た
、
栗
林
一
石
路

の
資
料
展
示
室
、
反
骨
精
神
と
正

義
感
に
よ
る
百
姓
一
揆
関
係
の
資

料
が
あ
る
青
木
村
義
民
資
料
展
示

室
、
古
代
東
山
道
が
村
を
従
貫
し

た
こ
と
に
よ
る
豊
か
な
歴
史
と
文

化
が
共
存
し
た
こ
と
を
示
す
古
代

遺
跡
発
掘
展
示
室
に
分
か
れ
て
お

り
青
木
村
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
百
姓
一
揆
関
係

の
資
料
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

二
、
児
童
図
書
の
充
実

三
四
、〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
数
の

う
ち
約
四
割
が
児
童
図
書
で
占
め

ら
れ
て
お
り
、
青
木
村
で
晩
年
を

過
ご
さ
れ
絵
本
の
世
界
で
数
々
の

賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
故
・
瀬

川
康
男
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
や
青
木

村
在
住
で
あ
り
全
国
各
地
で
原
画

展
な
ど
が
開
か
れ
て
い
る
斎
藤
隆

夫
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
月
三
回
、
乳
幼
児
、
小
学
生

を
対
象
に
し
た
読
み
聞
か
せ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

・
小
学
生
対
象
の
お
は
な
し
の
会

　

第
一
土
曜
日

・
乳
児
対
象
の
お
は
な
し
の
会

　

第
三
木
曜
日

・
幼
児
対
象
の
お
は
な
し
の
会

　

第
四
土
曜
日

三
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実
施

九
ヶ
月
〜
十
ヶ
月
の
検
診
の
折

に
絵
本
の
す
ば
ら
し
さ
、
読
ん
で

あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
紹
介

し
、
一
人
に
二
冊
ず
つ
の
本
を
配

布
し
て
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

一
冊
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
る

瀬
川
康
男
が
絵
を
か
い
た
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
も
う
一
冊
は

「
０
・
１
・
２
」
の
シ
リ
ー
ズ
中

か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

四
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流

夏
に
は
朗
読
会
や
お
話
の
会
な

ど
を
行
う
「
夕
涼
み
会
」。
秋
に

は
お
話
の
会
や
工
作
も
あ
り
大
人

も
子
供
も
楽
し
め
る
「
図
書
館
フ

ェ
ス
タ
」
な
ど
を
実
施
。
多
く
の

村
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し

て
利
用
者
も
確
実
に
増
え
て
お

り
、
平
日
で
一
五
〇
冊
、
休
日
に

は
三
〇
〇
冊
程
の
貸
出
が
あ
り
ま

す
。
村
外
か
ら
の
利
用
者
も
多
く

訪
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
文

化
財
の
あ
る
青
木
村
を
散
策
が
て

ら
、
是
非
図
書
館
に
も
足
を
運
ん

で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

１

８．歴史文化資料館への渡
り廊下。展示スペースになっ
ています　９．栗原一石路
資料展示室　10．青木村義
民資料展示室　11．歴史文
化資料館の外観

青木村図書館
の場所

至
沓
掛
温
泉

至
松
本
・
麻
績

至
田
沢
温
泉

至上田

道
の
駅
あ
お
き

郷
土
美
術
館

大
法
寺
三
重
塔青

木
村
役
場

青
木
中
学
校

や
す
ら
ぎ
の
湯

青
木
小
学
校

保
育
園

Ｊ
Ａ

★

青
木
村
図
書
館

歴
史
文
化
資
料
館

２４
３

11

８

10
９

５

い
っ
せ
き 

ろ

１．広い瓦屋根が特徴の外観　２．エコール
の図書館ではめずらしく靴を脱いで入ります
３．エントランスの展示コーナーには小学生
の力作　４．木のぬくもりに癒される館内　
５．充実した児童図書コーナー　６．特集コー
ナーと奥にパソコンコーナー　７．ガラス瓦で
外の光を取り入れた明るい館内

７ ６



〝
館
内
で
食
べ
物
を
持
ち
込
ん

で
食
べ
る
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
と
あ
る
の
に
、
つ
つ
じ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
ト
ー
ス
ト
が
あ
る
の

は
納
得
で
き
な
い
。〞〝
大
勢
の
人

た
ち
が
会
議
し
て
い
る
と
入
り

づ
ら
い
。〞な
ど
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

に
い
る
と
様
々
な
ク
レ
ー
ム
を

い
た
だ
き
ま
す
。
私
た
ち
は
貴

重
な
意
見
と
し
て
受
け
と
め
、

コ
ー
ヒ
タ
イ
ム
を
楽
し
み
に
来

て
く
だ
さ
る
方
々
に
と
っ
て
心

地
よ
い
空
間
に
な
る
よ
う
ス
ッ

タ
フ
一
同
心
を
込
め
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

4

　
ブ
�
ク
カ
フ
�

つ
つ
じ

　
　

営
業
時
間

十
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

オ
�
ダ
�
ス
ト
�
プ　

四
時

ラ
イ
ブ
ラ
リ
�
休
館
日
は
休
み

　
　

メ
ニ
�
�

コ
�
ヒ
�
・
ウ
�
ロ
ン
茶
・
紅
茶
・

ミ
ル
ク
・
ジ
�
�
ス

二
百
五
十
円

︵
ク
�
キ
�
付
き
で
す
︶

ト
�
ス
ト
セ
�
ト

飲
み
物
自
由
の
四
百
円

十
一
枚
綴
り
の
お
飲
み
物

回
数
券
は
二
千
五
百
円
で
す
�

︵
倶
楽
部
会
員
は
特
別
価
格
�

詳
し
く
は
つ
つ
じ
ま
で
︶

上
田
図
書
館
倶
楽
部

　
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

編 集 後 記
東日本大震災が東

北地方を襲いました。
いまだに余震が続い
ていて、安心できな
い日々が続いていま
す。今回の地震で被
災された方々に心よ
りお見舞い申し上げ
ます。図書館倶楽部
では４月からも元気
がでる講座、コン
サート、講演会を企
画しています。まだ
寒い春ですが元気を
出して、暖かい春を
迎えましょう。 （児）

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り「
と
ー
く
」第
９
号　
発
行
：
N
P
O
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部　
編
集
：「
と
ー
く
」編
集
部　
住
所
：〒
３８６
―
００２５
上
田
市
天
神
一
―
八
―
一　
電
話
／
F
A
X
：
〇
二
六
八
―
二
五
―
三
一
一
五

ご意見・ご感想をお待ちしております。  FAX 0268-25-3115　eメール、info@zuku.jpまで。

つう
しん

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
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倶
楽
部
員
八
十
四
名
中
、
二
十

二
名
出
席
、
三
十
七
名
委
任
状
提

出
で
過
半
数
に
達
し
、
N
P
O
法

人
上
田
図
書
館
倶
楽
部
の
臨
時
総

会
が
三
月
二
十
一
日
午
後
一
時
三

十
分
よ
り
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
第
一
号
議
案
の
「
理
事
長

互
選
結
果
の
報
告
及
び
挨
拶
」

先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
理
事
会

で
、
八
年
間
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま

し
た
米
津
理
事
長
が
退
任
さ
れ
、

新
理
事
長
に
稲
垣
勇
一
さ
ん
が
選

出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
退
任

さ
れ
た
米
津
さ
ん
の
退
任
の
挨
拶

の
あ
と
、
就
任
さ
れ
た
稲
垣
さ
ん

か
ら
、「
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
つ
つ
、
軸
足
を
動
か
さ
ず
し
っ

か
り
活
動
す
る
こ
と
が
、
市
民
へ

情
報
発
信
が
で
き
る
図
書
館
づ
く

り
に
つ
な
が
る
」
と
、
力
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
第
二
号
議
案
の
「
上
田
情

報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
図
書

館
業
務
の
受
託
提
案
に
つ
い
て
」

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
コ

ン
セ
プ
ト
①
暮
ら
し
と
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
、②
千
曲
川
地
域
文
化
の
創

造
と
発
信
、③
市
民
参
加
・
協
働

の
図
書
館
づ
く
り
、
の
達
成
を
目

指
し
、
開
館
以
来
八
年
目
を
迎
え

て
い
る
が
、
現
状
は
ま
だ
道
半
ば

で
あ
る
。
こ
の
設
置
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
本
格
的
な
受
託
と
新

た
な
事
業
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

そ
の
た
め
に
は
（
一
）
専
門
的
職

員
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
、（
二
）

専
門
機
関
・
団
体
等
と
連
携
す
る

こ
と
、（
三
）
市
民
参
加
・
協
働
を

更
に
推
進
す
る
こ
と
の
三
点
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
図
書
館

倶
楽
部
の
こ
れ
ま
で
七
年
間
の
経

験
と
実
績
を
活
か
す
こ
と
、
予
算

（
人
件
費
）
を
有
効
に
活
用
し
て

人
材
を
公
募
す
る
こ
と
等
の
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
の
後
、
市
の
方
針
で
あ
る

指
定
管
理
者
に
対
す
る
事
業
評
価

に
つ
い
て
、
提
案
内
容
や
実
現
方

法
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
や

意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
採
決
が
行
わ
れ
、
提
案

に
賛
成
十
八
人
、
反
対
二
人
で
第

二
号
議
案
は
提
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

以
上
、
二
つ
の
議
案
が
承
認
さ

れ
臨
時
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
二
十
三
年
度
総
会
は
五
月

二
十
一
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
出
席
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

新
理
事
長
に
就
任
し
た
稲
垣

勇
一
さ
ん
の
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
九
三
二
年
長
野
県
上
田
市

に
生
ま
れ
る
。
信
州
大
学
教
育

学
部
卒
業
後
、
県
内
の
主
に
国

語
科
教
員
と
し
て
勤
務
。
生
涯

現
場
で
と
い
う
思
い
を
貫
き
、

学
級
担
任
で
あ
り
続
け
る
。
三

十
歳
代
後
半
か
ら
児
童
文
学
へ

の
興
味
や
関
心
を
持
ち
退
職
後
、

本
格
的
に
絵
本
と
民
話
に
向
き

合
う
よ
う
に
な
る
。「
日
本
民
話

の
会
」「
全
日
本
語
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」「
J
P
I
C
読
書
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」「
塩
田
平
民
話
研
究
所
」

な
ど
に
所
属
。

ネット＆カフェ

繭ホールサロントーク

立川談慶　落語会

文学講座（１）

文学講座（２）

窪島誠一郎さん講演会

図書館倶楽部定期総会

読み聞かせレベルアップ講座（３）

繭ホールコンサート

第３回 腹話術講座 調べもの学習研修会

女性のためのヨガ教室

ヨガ教室
立川談慶　絵手紙展4/29 から

立川談慶　絵手紙展

女性のためのヨガ教室

女性のためのヨガ教室

第四期執筆編集講座 作品発表会5・6月
カレンダー

ブックトークゼミナール（９）

ネット＆カフェ

ブックトークゼミナール（８）

只
今
会
員
募
集
中
！

新
理
事
長

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

N
P
O
法
人
上
田
図
書
館
倶

楽
部
で
は
共
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
会
員
特
典
と
し
て
、
セ
ミ

ナ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
割
引
、

と
ー
く
や
お
知
ら
せ
の
郵
送
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

図
書
館
倶
楽
部
臨
時
総
会
が
行
わ
れ
る

受託提案の意義を説明す
る宮下理事

絵本の読み方を指導する稲垣さん

情報検索研修（４）

情報検索レベルアップ研修（５）


